
会員各位

年度末を迎え、学校予算・旅費等の決算事務、卒業式、人事異動事務等忙しい日々が続きますが、会員の

皆さまにおかれましては、いかがお過ごしでしょうか。佐事研だよりも、本年度は本号をもって最後となり

ます。１年間のご愛読ありがとうございました。

平成十三年度　第二回　理事会について（要旨）

平成１４年３月７日（木）にアバンセにおいて開催されました、第２回理事会の内容について報告いたし

ます。

１．経過報告

12／６の第４回理事研修会以降の活動経過報告が、事務局より行われました。

２．各専門部の活動報告と反省について

各専門部から、今年度の活動報告と年間反省について報告がありました。

研究部からは「共同実施」の実施方法の研究、標準的職務一覧表の具体化のための研究、「事務の手引き・

給与編」の改定作業、事務職員の進むべき目標策定にむけての「第１次佐事研ビジョン」について各班の活

動報告がありました。研修部からは事務処理能力向上を目指して行われた、夏季テーマ別研修の内容や課題

について、調査広報部からは各種アンケートやホームページの移転に関して報告がありました。

３．平成１４年度佐事研活動計画について

第１２回大会（春季）は５月 2 ２日（水）アバンセで開催される予定です。内容は①川久保副知事の講演

②総会③研究部から佐事研ビジョンの１次発表④神戸事務研会長の木村信哉様に「阪神淡路大震災、その時

事務職員は（仮題）」という演題で講演となっています。また、大会準備については各専門部、事務局間で

大会冊子作成の原稿、締切り日について確認が行われました。

第１３回大会（秋季）は、第１２回大会後の理事会で話し合いを行うことが確認されました。

４．平成１４年度役員体制について

新年度の第１回理事会において承認する役員の確認が行われました。また、各地区研選出役員の確認では

研修部、調査広報部の選出を少人数の地区はやむをえない事情があるときは、欠員にすることになりました。

５．その他

次回、平成１４年度第１回理事会は、４月１８日（木）１３：３０～アバンセで行われる予定です。

〓〓鹿児島事務研究大会に参加して〓〓
鹿児島事務研究大会に参加された有明町立有明東小学校の小柳靖子さんに感想を述べていただきました。

以下、原文どおり。

２月の１年間で最も寒い中、九州の最南端の県での開催ながら会場は大勢の参加者で埋まり、我々が直面
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している共同実施と事務の効率化の問題が改めて大きなものであることを実感しました。

１日目は全体会からの参加でありましたが、清原正義氏が共同実施を進めていく上で学校事務のあり方と

はなれた定数改善はありえない。学校の自主性、子供の自立性に対応した学校事務をどう構築していくかが

必要であると述べられました。また学校事務職員の意識改革の必要性として、職員の定数確保のためには、

学校がこれだけ良くなるのだということを、きちんと外に根拠をもって示すべきだとも述べられました。そ

の後会場からは学校評価のこと、職務標準の通達にかかる我々の学校運営の参画についての質疑・討論が活

発になされ ､ 清原氏は学校・教職員評価の大きな点は ､ 目標管理制度の導入であり、すなわち学校運営に目

標を設定し ､ 外部に透明性・公平性・客観性がきちんと説明されなければならなくて、例えば学校長が年度

初めに教育課程、施設、校務分掌の運営目標の方針を内部の職員だけでなく、保護者・地域などにもはっき

り示すべきであるそうです。また、討論の話の中で他の府県の事務職員の人員配置の実状（大阪の府費・市

費職員 ､ 広島の県費・市費職員との関係）を話されたのは現実を知る上でも、情報源として多くの人と交流

をする場に参加できて良かったと思います。

２日目は分科会として実際の事務処理の効率化の研究としての共同実施の実践報告がなされ、研究指定を

受けてからの話や実践していく上での問題、宮崎県佐土原町の共同実施との比較についてなどを苦労話を交

えながら話されました。私自身の町でも今までに定期的に月１回ペースで書類点検や情報交換、会合の事前

打ち合わせ等を合同でやってきた経緯がありますが学校事務全部の仕事においての組織的なものではなく、

ほとんど処理的なものに終わっていたのではないかという気がします。ただ、１日目での討論にも挙がりま

したが、共同実施イコール職員の定数削減につながるのではないかといった意見もあり（私も心の中では同

じことを考えていたのですが・・）、実際に研究を立ち上げていく上で事務職員個々の考えの違いや各地域

の温度差があるのも事実であり、最初に共同実施を行う地区は試行錯誤の連続だろうと思いました。これか

ら私たちは学校に必要な存在として何ができるか、外部・社会に対してそれをどう説明できるかといったこ

とが要求されると思います。鹿児島県をはじめとした共同実施の研究活動を十分に生かし、事務職員の存在

意義を知らしめなければならないと思いました。

　

♡♡開発ソフト研修会を受講して♡♡
去る２月１９日（火）に、佐賀市のアバンセにおいて「開発ソフト研修会」が行われました。去年のサマー

セミナー、その後１１月に手渡された CD‐ROM を手直しした改訂版が配布され、旅費・給与事務マクロと

HYPER 学校事務の手引きの使用方法について説明がありました。今回の改訂版はハードディスクに保存が

できるようになり便利になりました。この佐事研だよりが配布される頃には何らかの形でみなさんのお手元

に届くと思いますので、「手引き編」のインストールの手順をお知らせしたいと思います。（旅費・給与事

務マクロは再度修正するそうです。）

HYPER 佐賀県学校事務の手引き（2002 年 2 月 19 日 CD-ROM 版）の

「手引き編」のみをハードディスクにインストールする方法（手順）

ハードディスクの必要な容量は約３０ MB です。

① CD-ROM をセットする前にデスクトップの何もないところでマウスを右クリックして「新規作成」→

「フォルダ」を選択します。

② デスクトップに「新しいフォルダ」が作成されます。

③「新しいフォルダ」の上で右クリックして「名前の変更」を選択して、フォルダの名前を「事務の手引き」

と変更してください。

④デスクトップに「事務の手引き」
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というフォルダができたら、次に

事務の手引き（CD-ROM）をドラ

イブにセットします。しばらくす

ると右のようなトップ画面が表示

されると思います。

※トップ画面が表示されない場

合は、CD-ROMの「index.htm」

というファイルを開いてくだ

さい。

⑤はじめにをクリックして右の画面

から「事務の手引き圧縮ファイル」

をクリックしてください。

⑥ファイルのダウンロード画面が表示

されますので「開く」を選択してく

ださい。

⑦圧縮ファイルの解凍先を聞いてきますので、「参照」をクリックして、デスクトップの「事務の手引き」
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